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美術教育工ンパウメント
1.はじめに
現在、「教育改革」ということばで、教育の新たな
枠組みの見直しが模索され、子どもたちが、主体的に
生きていくための資質や能力を身につけながら、自立
した個を確立し、自己実現を図っていくことができる
よう、教育の改革を進めていく必要が求められてい
る。では自己実現とは何か、マズロー(Maslow,A-H)は
著書『人間性の心理学』で「人の自己充足-の願望、
すなわちその人が潜在的にもっているものを実現しよ
うとする傾向をさしている. この傾向は、よりいっそ
う自分自身であろうとし、「自分がなりうるすべてのも
のになろうとする願望といえるであろう」1、と述べてい
る。自己実現を達成するには、何において、どのよう
なやり方なら自分の力を発揮することができるのか、
自己実現自尊感情相互作用
どの分野は自分にとってはあまり得意ではないのかと
いった、自分の能力や適性を正確に琴識することが、
よりよき人生を生きるためには重要なことである。
自分にとって「やりがい」のある課題を選び、そこ
での努力の有効性を確認することによって自信が生ま
れる. 目標を達成する個人の力を重視し、それに対す
る自信を持たせることが必要であり、個人が自己効力
感をもちうるような教育的働きかけと、生徒自身の自
信や自己信頼感の獲得が自己実現の鍵となるものであ
る. しかしその自己実現-の過程は、単に個人的なも
のではない。 他者とのかかわりのなかで、他者との協
力の上で目指す必要があるものである. 重要なことは
個人の自己実現が、他者を犠牲にしその上に成り立つ
ものであってはならないということである.
また美術教育によって生徒が主体的に生きていくた
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めの資質や能力を身につけながら、自立した個を確立
し、自己実現を図っていくことができる方略を考える
ことは有意味なものであると考える。 造形表現活動を
することに抵抗感を持つ生徒を、いかにして指導する
かということに焦点を当ててみると、生徒一人ひとり
に内在する資質や個性は、すでに生命力として備わっ
ているものであるが、生徒をとりまく環境で自己を表
現できなかったり、身近なものへの興味や関心をもて
ないのは、そこに子どもを規制している仕組み、言い
替えれば、社会構造があるからではないだろうか.
それに目を向けなければ問題の根本的な解決策は兄
いだせないと考える。またこの規制の仕組みを見つ
め、生命力を活性化させる活動が、造形表現活動であ
り、美術の授業である。規制の仕組みのなかにはすべ
ての子どもに覆い被さっているものと、差異的に特定
の子どもたちに強く影響を及ぼしているものがある.
どのような規制が子どもたちに影響を及ぼし、その興
味や関心を押さえ込んだり、環境に対する積極性を
奪ったり、仲間との心のふれあいを阻んでいるのかを
個別的・具体的にみていく必要があると考える。 例え
ば隠れたカリキュラムもそういう仕組みの一つではな
いだろうか。さらにあらゆる社会現象のなかに権力関
係が存在するのであり、、権かま絶えずどこでも生産さ
れるのである。権力関係は「支配する者一支配される
者」という単純な二項図式では説明できなI、。権力を
ふるうのは、特定の個人やリーダーではなく、その
時々の関係のなかで生み出された作用によって権力が
つくられるのである。
エンパワメント(empowerment)の教育学は、その規
制の仕組み、権力の関係を具体的なものとしてとら
え、そのことにより教育改革の-契機を探ろうとする
ものである.当然エンパワメントの教育学は造形美術
教育に限定されたものではないが、生徒をエンパワー
する.ための「つの切り口として有意味なものであり、
生徒が潜在的に持っているカ、興味・関心の対象、理
解しているものはなにかという実態を把握し、生徒が
主体的に学び、対話し、行動するという姿勢を育て、
潜在力を畳かな想像力.感じとるカ・構想力などに変
える具体的な方略を探る必要があると考え、生徒の主
体的で対話的な行動を促進するような美術科教材、カ
リキュラム創成の視点を明確にしたい.
2.新たな枠組みの教育
2.1.学習観の転換とカリキュラムのかかわり
現在まで主流とされてきた学習観では、教えられる
側に対して効果的に知識、技能、態度を修得させるた
めには、教える立場と教えられる立場という独立した
二つの立場があることが前提であった。 教える側は、
教えられる側に「知識を伝達する」ことによって知識
を身につけさせる.伝統的な学習観の特徴は、「学ぶ
側は受動的な存在」2'であるという前提に立っているこ
とである.なぜなら、「もしも学ぶ側が能動的なら
ば、単に教えられた知識、伝達された知識を構成しよ
うとするだけではなく、自ら知識を構成しようとす
る」3'。そして自らの経験に基づいて、効果的な環境
の働きかけ方や、どのようにすれば、またなぜそれが
うまくいくのかなど、「知識の核となる部分を自ら適
切に構成することができると考えるからである」4-0
学ぶ側についてのイメージとして、「自ら積極的に
知識を構成しようとしても、それを適t那こすることは
できない5'という見方があると考える。このような価傍
観では、「結局のところよりいっそうの教え込み、よ
りいっそうの学習の管理というところにいきつくこと
になってしまう」6'。そして自律的な学習という方向に
は向かないのではないだろうか。またこのことが、生
徒に知的好奇心や探求心を持たせたり、論理的に考え
判断する力や、創造性を育成することをスポイルして
いるのではないだろうか。
対照的に、もう一つの学習観は教える側から意図
的、意識的に知識を伝達されなくても、人は効果的に
学ぶことができると考えるものである。 言い替えれ
ば、学ぶ側は能動的であり自律的な存在であると想定
し、学ぶ側は積極的に環境に働きかけ、適切な対処の
仕方を見出す努力をするだけではなく、なぜそうなる
のかということを考える。しかも学ぶ側は、彼らに
とって意味のある課題と取り組むことによって自律的
になると考えるものである。
学ぶ側自身がそれを必要と認め、自ら進んで学ぶと
いうことであり、学ぶ側はきわめて能動的である。 学
ぶ側自身がすでに学ぶこと-と強く動機づけられてお
り、これが知識を自ら構成することにもつながってい
る。しかしその必要はあくまでも、学ぶ側自身が自己
の現実の問題を処理する上で不可欠だと実感したもの
であり、他者によってつくり出された必要性ではな
い。他者によってつくり出された目標のもとに、ある
いは本来の目標との関連性なしに結びつけて学ぶので
はなく、自分でつくり出した目標、自分のものと実感
できる目棟との本質的なっながりで学ぶことを意味す
る。自分の行動は自分のものである、という感覚を持
つ活動が効力感につながる。この効力感を形成するた
めには、この自分の意志で選んだものが、自己実現化
に役立つものだと感じられることが必要であり、従来
の与えられる「授筆」という枠を超え、もっと積極的
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に生徒の選択を学習課程のなかで認める試みを考えて
みる必要がある0友だちと協力しあい互いを認め、と
もに生きていく態度や、知的好奇心、創造性といった
興味ある変化を環境中に求めたり、つくりだしたりす
る傾向を発達させ、生徒が知的な刺激を感じるような
やりがいのある課題を多様に用意したり、生徒の求め
に応じて適切な助言や示唆を与えるのは教師の重要な
役目である.具体的には、ゆとりのなかで繰り返し厳
選した内容を確実に修得することが必要であり、体験
的な学習、問題解決的な学習の方法などを通して自分
で考え、自分の考えを持ち、自分のことばで表現する
という態度の育成が重要になってくる。
ただし教師が生徒観を変えることなく、従来の価値
観でつくりだされてきた関係の生徒観を持ったままで
は成立しえない.教師が子どもの立場に立ち、子ども
-の期待感、信頼感をもって接する必要がある。 その
ことで子どもの積極的に環境に働きかけ、適切な対処
の仕方を見出そうとする態度は高まるだろう。 しかし
もう一つ注意しなければならないことは、そのカリ
キュラムが外観上、子どもに決定権を持たせるように
仕組まれていても、子どもが押しつけられたものだと
感じたならば、子どもは能動的で自律的な存在にはな
らない.当然のことながらこのカリキュラムにおいて
も、知識を構築するための基盤となるもの、行動のた
めのスキルとなるものの一定の修得は必要である。 た
だ繰り返し述べるが、その知識、スキルの修得の仕方
が問題となるのである。 その修得方法が、伝統的な学
習観とはちがった新たな教育観により構築されたもの
である必然性がある。また「もう一つの学習観」をエ
ンパワメントという概念に近づけたものに、フレイレ
(Freire,Paulo)の人間化の課題をめぐっての研究がある。
フレイレが人間化の問題について提唱した教育形態
を、検討してみたい。
2.2.教育課題解決の手がかりとしての課題提起教育
フレイレは『被抑圧者の教育学』で、「従来の教育
形態は預金行為としての教育」刀であり、銀行型教育と
名付けその特徴として教師が生徒に一方的に語りかけ
る非人間化をもたらす教育であると述べた。 またその
対抗概念として課題提起教育を提唱した。 これは前述
した学習観の転換とカリキュラムのかかわりを具体的
に表したものであり、この課題提起教育は知識、スキ
ルの修得の仕方の一つの方向を示したものである。
この課題提起教育は、教育課題解決の手がかりとな
るものであると考え、現在の教育課題の克服に向け
た、教育改革に重要な示唆を与えるものであると考え
る。それは「現実世界のなかで、現実世界および他者
とともにある人間が、相互に主体的に問題あるいは課
題を選びとり設定して、現実世界の変革と限りない人
間化-向かっていくための教育を意味している」8-と
いった世界-の介在のしかたについてのものである。
課題提起教育は何ものかになりつつある過程の存在
として、つまり、未完成である現実のなかの、現実と
ともにある未完成な存在として人間を肯定するもので
あり、人間は自分自身が未完成であることを知ってお
り、不完全さに気づいているのである.
フレイレによれば、教育をエンパワーする第一歩
は、教育者の努力が生徒の努力と一致することを確実
にすることであり、教師が生徒に彼ら自身を押し付け
ることができないのと同様に、努力の一致なしには生
徒と共存することができない。 努力し、考えの相互の
発達と追求に向かって、相互の解放を目指さなくては
ならない。また「課題捷超の方法は、教師-生徒の活
動を二分することはない。 つまり、かれがある時点で
は認識し、別の時点では、一方的に語りかけるという
ことはない」9'ということであり、生徒は従順な聞き手
ではなく、教師との対話の批判的共同探求者である。
フレイレは「批判的な考え」ができて、そして自分の
世界についての洗練された判断力、しっかりと現実に
本拠を置き意見を表明する能力であるとエンパワメン
トを定義する。教育を3ELンパワーすることは人々が正
確に問題を認識し、分析し、そして抑圧的な状態を変
えるために彼ら自身で、組織化することを促すことで
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ある。
2.3.新たな枠組みの教育がめざすもの
教育活動を通して、相手を思いやる心、互いを認め
合いともに生きていく態度、自他の生命や人権を尊重
する心、美しいものや自然に感動する心、未来-の夢
や目標などが必要とされている。 そのなかには個人が
構築していくもの、個人と集団あるいは社会によって
構築していくものがある.ともに重要な要素ではある
が、学習観の転換としては、集団あるいは社会のなか
に存在している個人を強く意識する必要がある。 つま
り、他者との関係のなかで、それぞれが持つ文化、世
界観をすりあわせるなかで新たなものが生まれてくる
のではないだろうか.学習者個人をエンパワーするこ
とは、その個人だけにかかわる問題ではなく、他との
関係のなかでの自律性、創造性の構築が重要になって
くるのではないだろうか。
人は一生を通じて自己実現の過程を歩む。 教育はこ
の「人の自己実現」のための思考および行動能力の二
つの側面の養成に貢献するという大きな目的があると
考える.まず、自分自身に対しよりよく世界を説明す
る思考の側面であり、これは自分がしたさまざまな体
験の有機的関連づけによって、新たな説明のしかたを
「発見」するということであり、自分が自分に納得の
いくように説明しなければならない。 またこれらの
「説明」は、体験を相互的に関係づけ、概念化するこ
とによってなされるものであり、教育の機能の一面と
して、「世界の説明のしかた」に変容をもたらす外的
条件としてq)機能、つまり体験を概念化する能力の養
成がある.
つぎに、よりよく生きて、よりよく世界とかかわっ
ていく行動の側面である。人は自分に備わっているさ
まざまな能力を最大限に発揮することを求める. そし
てさらにそれ以上を目指し、現状から少しでも進みた
いと努力し、その進歩を行動という形で検証しようと
し続けている。これら個人の行動のさまざまな能力が
拡大した結果、思考能力による世界認識がより高めら
れ、努力によって行動能力を高め、世界に働きかけて
いくと考える。人が一生続けていく自己実現の過塩と
は、このような学びと行動とが相互に影響しあい向上
していく過程であると考える。そして教育の目的の一
つが人の自己実現の過程に何らかの支援をなすもので
あると考える.
そして教育にはもう一つ大きな目的がある。 それ
は、その個人が属している社会にとって役に立つよう
な個人のさまざまな能力を高めるというものである。
つまり、社会に貢献できる個人の養成という目的であ
る。教育の必要性、主体性は、個人の側にではなく、
社会の側にあるというものである.しかしただ社会に
有用な個人の養成ということだけではなく、個人の思
考能力・行動能力の向上にともない、個人が社会規範
のほうをより現実に適合した形に変えていくという視
点が必要であると考えるOそしてこのことがエンパワ
メント概念と深いつながりを持つ新たな枠組みの教育
にとって、きわめて重要なことである。
学習者個人の問題のレベルにおいて、子どもの発達
と関連した教育の課程を重視するならば、学習の動機
づけが重要である.つまり、学習意欲の問題であり、
これをいかに高めるかということである。 学習意欲の
高まりが、人間を学習行動に駆り立て、それを維持
し、一定の方向に導いていく。この働きが動機づけで
あるが、これには、外発的動機づけと内発的動機づけ
がある。また「自己効力感」の問題が、新たな枠組み
の教育の構成のための重要な要素である。 バンデュー
ラ(Bandura,A)によると「『自己効力感』とは、子ども
が困難な課題に直接取り組み、自分の力で解決できる
ことは、子どもに成功の喜びを味わわせるだけでな
く、そういう経験を子どもが繰り返し味わうことに
よって、困難を自力で効果的に処理できるという信念
を植えつける」10-という確信である。またその背後には
「効力期待」という、自分の力でそういう結果が得ら
れるという期待が働いているということである. 波多
野・稲垣はまた効力感を育てるには、「自分の熟達が
実感できる課題と取り組む綴験が必要である」ll-と述
べ、「自分がどこまで達成したかがわかるように評価
することも、自分の進歩を実感しやすい」12-と述べてい
る.しかし、子どもが成功経験を味わうことだけで、
効力感を培うことができるといった単純なものではな
い.効力感は子どもが自分の活動で獲得したと実感し
たときに出てくるものであり、どれほど多く成功経験
があっても、それが他からの強制であると感じた場合
は、効力感につながらない.そして自己決定の意識が
効力感にとっては重要である。自分の行動を自分で決
めること、自分は何をやりたいか、何をやりたくない
かを確認し、やりたいことを自分で決めて、計画を実
行し、その結果を自分で評価することによって、子ど
もは自分の行動の主人公になり、自分の行動に責任を
持つことができるようになるのである。生徒の自己決
定の意識を高めるためには、教師が生徒の学習活動の
自己選択の場を設定することが必要になってくる。
効力感を身体化した子どもは、自分自身の価値を肯
定的にとらえることができるようになる. この感情を
「自尊感情」とよび、子どもの意欲の問題と大きくか
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かわってくる。またこの日等感情は、対人関係のなか
で、子どもの成功が他者によって尊重され、承認され
る経験を通して育まれる。 自分の活動の結果が他者に
感謝されたり、ほめられたり、注目されたりして、自
分の活動の意義を実感することにより、自尊感情を自
覚する。そして、真の効力感を形成するためには、
「自分の意志で選んだものが、自己実現化(自己統合)に
役だつものだと感じられることが必要」13'であり、学校
教育においてこうした経験を与える場が重要なものに
なる.子どもの効力感を育てるにはその子どもの能力
が、うまくいかない原因のすべてであるという感覚を
持たせないことである。 うまくいかない原因には努力
不足という側面があるが、努力できること、努力して
もできないこと、努力することができないことのちが
いがあることを認識させる必要がある。 努力しても当
然失敗することがあり、その結果無力感を増大せるこ
ともある。このことを意識し、努力の必要を強調する
だけでなく、子どもの現状をよく見て、それをふまえ
た上で課題を設定する必要がある。
また一方、個人の発達の問題だけではなく、学校の
制度や社会の制度のレベルでは制度の弾力的な運用や
それにともなう選択幅の拡大、広い視野を持ち自分と
は異なった価値観を受け入れることのできる資質、能
力の育成が大切になってくる. それは、国際理解、情
報、環境、福祉や健康などの横断的・総合的な課題、
生徒の興味関心に基づく課題、地域や学校の特色に応
じた課題に取り組むことによって育成するものである
が、そこには「多文化教育」の視点が必要であると考
える.多文化教育は、さまざまな文化に関する知識の
普及を目的とした教養教育ではなく「これまでそれぞ
れの社会において周辺においやられ、見えざるものと
されてきたさまざまなマイノリティ集団の歴史、こと
ばや生活体験を、価値ある『文化』として教育カリ
キュラムのなかに持ち込んだ反差別の教育運動として
の側面と、現代世界の多文化的現実そのものを社会的
活性化の戦略的資源として位置づけようとする立場か
ら、教育の目的、カリキュラム、教授法などのすべて
を再構成しようとするダイナミックな教育改革運動と
しての側面をあわせもつ形で発展してきた」14'ものであ
る。
新たな枠組みの教育の構築において、現在の教育問
題、制度変革などこれらが持つ課題を解決していくた
めには、フレイレが課題提起教育で示したエンパワメ
ントという概念が、新たな枠組みの教育を構築してい
くためのキーコンセプトになるものと考える. 新たな
枠組みの教育は、コミュニケーションの教育であり、
学際的な知性であり、情報を選択し構造化する能力の
形成であり、生涯にわたり学び続ける主体を形成する
ことである。
3.工ンパウメントの概念
3.1.工ンパウメントの定義
比較的新しい概念「エンパワメント」が現在注目さ
れている.
いろいろな立場からエンパワメントプログ
ラムが提唱され、エンパワメントは社会科学の頚城で
も一般的な話題になった.ユンパワメント定義の多種
多様さが、ユンパワメントの構成要素の一つである・
ェンパワメントということばが最初に用いられたの
は、17世紀に法律用語としてだといわれる.
当初は
「公的な権威や法律的な権限を与えること」という意
味で使われた。しかし現在の意味で、このことばが用
いられるようになったのは、アメリカでの多くの社会
変革活動を契機としてである.
公民権運動やフェミニ
ズム運動のなかでこのことばが使用されるようになっ
た、これらの運動のなかで、エンパワメントは社会的
に差別や搾取を受けたり、自らコントロールしていく
力を奪われた人びとが、コントロールしていくカを取
り戻す過程を意味するようになってきた.
ェンパワメントは、社会福祉、発展途上国の開発、
医療と看護、教育などさまざまな分野で、同じような
過程を表す言葉として用いられ、当初の狭い意味の法
律用語から、社会的な過程を表すより広範囲な概念を
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表す言葉として使われるようになった。 また90年代に
なり、ビジネスの世界でもエンパワメントが多く使わ
れるようになったo閉塞的な状況に陥ってしまった企
業の組織を、上から下-の権限委譲により、再びエン
パワーしようとしたもので、多くの企業で取り入れら
mm
これらの多くに共通するのは、すべての人間の潜在
能力を信じ、その潜在能力の発揮を可能にするような
人間尊重の平等で公正な社会を実現しようという価値
観を共有している点である。
エンパワメントとは誰か
が一方的に与えるものでも、誰かによって一方的に与
えられるものでもない。誰もが本来持っている表出し
た、あるいは隠れた「パワー」を引き出すものであ
る。またエンパワ. メントは、自分自身と、行動と、自
分自身の能力を信じることを意味する。
エンパワーする教育は、自己と社会変革のための批
判的で民主的な教育学であり、民主的な学校と社会で
の生徒中心プログラムである。それは個人の成長が、
活動的、協力的、そして社会的な過程と関係が深いと
いうことである。この教育学の目的は、生活に発達し
たスキル、理論的な知識、質疑の習慣、社会について
の批判的な好奇心、パワー、不平等の変革を、個人的
な成長に関係づけ、環境-の積極的な参与を支援する
ことである。エンパワメントの教育学は生徒中心であ
る.しかし自由放任でも、あるいは自己中心でもな
い∴ェンパワメントは生徒が教室で、好きなことは何
でもできるということを意味しない。また教師が好き
なことを、好きなように何でもできるということでも
ない。
マクラーレン(McLaren,Peter)は生徒のエンパワメン
トは話すことであると言い、「コニンパワメントという
ことばを、自己や世界についての理解の仕方や生き方
について、常識とみなされていることを変革する可能
性をひろげるために、生徒が身近な経験の外に存在す
る適切な知識を批判的に学びとるプロセスとして使っ
ている。それは同じく生徒が質問し、そして精選して
それを基礎と定義し、ただ役立つよりどちらかと言う
と、私を変えるために彼らを規定するであろう主要な
文化、.より広い社会の階級の局面を割り当てることを
学ぶプロセスに言及する」15-とエンパワメントを変革の
可能性を拡げる過程として、また批判的な視点を持つ
ために学ぶものであることを指摘した.
エンパワメントによって変容する自己と社会につい
てバンクス(Banks,JamesA)は、「生徒をユンパワーす
るよう計画されたカリキュラムは本質的に変革的なも
のでなければならず、内省的な決定を行うことがで
き、自らの決定を効果的に個人的、社会的、政治的、
経済的な行動へ移すことができる社会的批判者となる
ために必要な知識、技術、価値を身につけることを助
けるもの」16'であると定義した。
教師はこのカリキュラムを方向付け指図する立場で
あり、生徒の参与によって民主的な構造の必要性と開
放性の必要性との均衡をとることができる.教師は授
業計画、学習方法、個人的な経験と学問的な知識を学
級にもたらすが、生徒とカリキュラムを協議して、彼
らの言語、主題と理解から取り組み始める.民主的で
ある土とは、教科、教材を生徒文化にしむけ、彼らの
興味、関心、話し方、認識の仕方に合わせていくこと
を意味する。そこでは、生徒の欲求、願いが合わさっ
て、学習課程を生みだす教室において相互作用的な解
放性をつくりだす。
民主的なカリキュラムにおいて批判的であること
は、すべての教科と学習課程をシステマティックに深
く考察する。また生徒の個性を社会の問題と結びつけ
て、生徒にどのようにすれば彼らの経験が、社会にお
いて学問的な知識、権力、不平等に関連するかを考察
させ、知見や現状に対して疑問を持って問いかける土
とをすすめる。
3.2ユンパウメント概念と教育の関係
エンパワメントの概念で特に重要なことは、すべて
の人々が本来強さを持っているということである。 こ
の仮定にもとづけば、人々が何を欲して、そして何を
必要とするのかを理解していることになる。 人々は通
常、自分に最適なものが何であるか知っている。 何が
大切であるかわかっている。自分が愛している人のこ
とを理解している。
積極的な自己尊重と信頼が、エンパワメント過程に
とって重要である.自己尊重と信頑の積極的な感情
が、彼らの環境について、また社会的な牡界-の認識
を信頼するように助長する。人々が社会的な世界につ
いて彼らの認識を確信する時彼らは、意見を開かれる
ことと同様、批判的にその環境をより見ることができ
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るようになる。同じくエンパワメントに内在する上述
された過程は、年齢にかかわらず、人々が発展し続け
るという仮定のもとに立っている。 エンパワメント
は、発達が生涯にわたる学びであると想定する。 エン
パワメントは自分の能力についての確かなスキルと信
念の発達、社会、政治的な世界に関しての自分の認識
の正確さを必要とする。 つまり、エンパワメントは人
間がその潜在力を発揮し、自分自身と環境に対するコ
ントロールを獲得していく過程であるが、それはまさ
しく人間の発達過程そのものを表しているということ
である。自分でなにをどうするのかを決定し、自分の
力で物事を達成すること、自らそのような過程をコン
トロールし、自らのエンパワメントを行うことについ
て人間は基本的な欲求を持ちそのことによって強い満
足感を得ているといえるだろう。 このことは成長して
からも変わりない。人間の発達のプロセスは、その潜
在力を十分に発揮できるような環境において、純粋な
エンパワメントの過塩を表している。 そして多くの人
が様々な場面でイメージしている「エンパワメント」
は人間にとって最も大切で、根元的な発達の過程では
ないかと考える。
3.3.工ンパウメントとパワー
学校という世界、あるいは教室という空間に限定し
た場合、生徒のアイデンティティとエンパワメントの
関係について考える必要がある。
生徒のアイデンティティとエンパワメントについて
カミンズ(Cumminsjim)は強制的な力関係と協力的な力
関係とのちがいについて考察する必要があると述べ
た。強制的な力関係とは、「支配的な集団や個人によ
る従属的な集団や個人を害するようなパワーの行使を
言う」1"ものであり、「片方がよりパワーを持つという
ことは、他のもう片方が持ち得るパワーの量が相対的
に減るという論理である。 強制的な力関係は、通常、
言語あるいはディスコースのなかに反映されており、
言語やディスコースのなかで作られるそれはまた、従
属的な集団や個人に結びつけられる劣等性、逸脱性と
いうものを正統化するような過程を含んでいる」18-とい
うことである。
一方協力的な力関係は、パワーというものがあらか
じめ決まった量しか存在しないと考えるのではなく、
個人間、集団間の関係のなかで「生成される」という
前提に立った力関係を言う。 言い替えれば、この関係
の参与者は、協力を通してそれぞれがエンパワーされ
る。つまりそれぞれが自分自身のアイデンティティに
おいて肯定的に認められることであり、自分の生活や
とりまく社会状況に変化を創り出すことができるとい
う感覚をもてるということである。 パワーは関係のな
かで生産され、参与者の間で分かち合われる。 この力
関係は加算的であって、減算的なものではないのであ
る。パワーは、「他者と協力して創り出されるもので
あって、他者に対して行使されるものではないのであ
る」19-。この枠組みにおいては、エンパワメントとは、
パワーを協力して創り出すことと定義される。 協力的
な力関係を通して学校教育を経験した生徒は、学習上
の成功をおさめるのに必要な能力、自信、そして動機
付けを得られる。自らのアイデンティティを持ち、自
分たちの声に人が耳を傾けてくれて、教室のなかで自
分が尊重されることを認識する結果として、彼らは授
業に有能に参加できる。彼らは、また教室で行われる
学習に対して、その主体が自分であるという感覚、そ
して教室という学習共同体-の帰属意識をもつことが
できるOしたがってエンパワメントは、教室でのアイ
デンティティの交渉のプロセスから出てくる。 アイデ
ンティティとは静的なものでも、決まったものでもな
く、経験と相互作用を通して常に形成されているもの
なのである。
4.美術教育と工ンパウメントの接点
美術教育とエンパワメントの接点を考えるために、
美術と学校美術の関係を考察し、それぞれが持ってい
る性質の共通する要素と、異なった要素を明確にする
必要があると考える。美術が人間の発達に寄与してき
たことと、造形美術が本来もっているよさ、学校美術
が生徒の発達に寄与してきたことと、串校美術がもつ
規範性の問題という二つの視点から考察したい。
4.1.造形美術が本来もっているよさ
芸術、なかでも造形美術が本来もっているよさとは
どのようなものであるのか、またそのよさは個人およ
び社会と、現在までどのようなかかわりを持ってきた
のであろうか.造形美術、とくに絵画・彫刻などの心
象表現は人間の歴史のなかで、生きる願いを形あるも
のとして表してきたものである. クルターマン
(Kultermann,Udo)は「芸術の起源、そしてまたいつ頃か
ら芸術の本質と意味について人は思いをめぐらすよう
になったのか、すべてこれは闇に包まれたままであ
る。先史時代に獣を狩り、食料を採取して歩いた人た
ちが、自分たちの道具や芸術的な形の石製の武器、あ
るいはその洞窟絵画についてどのような想いを抱いて
いたのか、われわれにはまったく分からない」20、とその
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著書『芸術論の歴史』で述べているが、先史時代の作
品には人間の生きる願いが、そこに強くこめられてい
ることを見てとることができる。
リード(Read,Herbert)は芸術と社会の結びつきについ
て、「芸術は人間の精神的なヴィジョンの直接の尺度
である。そのヴィジョンが公共的なものであれば、そ
れは宗教となる。歴史の大部分を通じて、芸術の生命
力は宗教の諸形式と密接に結びっいてきた」2°ものであ
ると芸術と精神の関係について述べている. リードの
言う結びつきは、近代以降現代の社会においては希薄
になっているが、しかし現存する造形芸術作品の多く
には生命力、宗教との結びつきを強く感じる表現を見
ることができ、それらの作品が造形美術の歴史に占め
る割合は、洋の東西を問わず多大なものであることは
事実である。
「感情は最初は個人的であるが、芸術作品を通して
社会的となり、一般化されるということになる」22-これ
はヴイゴツキー(Vygotskii,LevSemyonovich)のことばで
あるが、芸術と社会との関係、また芸術が社会に対し
いかなる形で寄与してきたかということを示唆したこ
とばであり、芸術の社会的作用を前向きなものと捉
え、有意味であることを明白にした。
リードは芸術というものの認識につい七芸術作品は
ある意味では個性の解放であると指摘した。 「普通わ
れわれの感情は妨げられ抑圧されているが、芸術作品
をみるとただちに解放される.そしてそこには解放だ
けでなく-同情は感情の解放であるが一感情の高揚
があり、緊張があり、昇華がある。ここに芸術と感傷
との基本的な相異がある.感傷は解放であるが同時に
情緒の弛緩であり、緩和である. 芸術は解放であるが
同時に緊張である。芸術は感情の摂理であり、それは
すぐれた形態をつちかう情緒である」23-と述べ、造形美
術が感情を抑圧されることからの解放であり、感情の
高揚、緊張、昇華の過程としての造形作品を意義ある
ものとしている。
4.2.美術教育の精神発達へ寄与するものと規制してい
るものについて
美術教育が人間形成に寄与してきた点であるが、久
保は「豊かな人間的体験との接触がいかに大切である
か、それによって形成された確固たる歴史意識による
内省がいかに必須であるか、ということの美術教育の
場での再認識である」24-と述べ、美術教育が人間形成に
大きく関与していることを示し、個人の持つ潜在力を
いかに喚起し、社会の文化と一層高い段階で調和し、
統一することの可能性について述べたO
熊田は「美術による教育」つまり、「美術による広
義の人間形成が、『美術の教育』すなわち『美術する
こと』そのものの教育と不可分なものである」24-と述
べ、美術教育が美術による教育と美術の教育の二面を
もちながら、それを統一・統合したものであるという
立場をとった。
ただ問題の状況としては、造形表現の
分野でも、表現に対する拒否的なデイスエンパワメン
ト(disempowerment)の要素が出てきている。
.
下地づくり
としての表現観、ヒューマニティによって個々の自己
表現が確立することのできる基本的な条件は整ってい
るはずである。それでもなおかつデイスエンパワメン
トが現れている実態は、何が原因であるのかを明白に
する必要があると考える。そしてそれを克服する方略
が必要であるということである.限定された領域とし
ての美術、つまり、学校美術が生徒を規制し、その表
現を抑制しているものは何かということについて考察
する必要がある。その規制には、明確に制度としての
学校という装置が規制の要因になっているものと、そ
の装置のなかで、意識的あるいは無意識的に、生徒が
感じ、考え、行動するなかで身体化され規制につな
がっているものがあると考える。
美術教育の独自性としては学校教育で「そのほとん
どが言語・文字などバーバルな概念や知識による中
で、造形教育だけが、非言語(ノンバーバル)の視覚伝達
(ヴィジュアル・コミュニケシコン)の能力を教育する教
科となっている」26-ということは、美術教育はこの非言
語の視覚伝達の能力を生かす良い機会でもあり、逆に
このことが表現するうえでの規制につながるものかも
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しれない。例えば、「『そんなもの描けません』とい
う子供があったとすると、その子供の生活の中に、必
ず、何かの干渉が生じていることは確実」27であり、そ
の干渉が何であるのか、それらがどのように出現して
くるのかを知ることが、学校美術において子どもを規
制しているものを明白にすることにつながると考え
る。
エンパワメントの価値観からすれば、すべての人間
は潜在力をもっており、誰にでもパワーはあるといえ
るだろう.したがって、子どもの発達を妨げ、潜在力
の十分な発揮が行えないとすれば、それはデイスエン
パワメントが行われたことになる。 「現代人はせいぜ
い、それぞれの『生活の論理』による、しかもきわめ
て限られた枠内での『自己実現』をはかり、自分の世
界を築き上げていくほかはない」2B'のであって、「せい
ぜいのところ『選択の自由』しかない状況では、単に
みずからの私的世界の欲求を満足させてくれるもので
しかない。そして、あらゆるものが記号化・シンボル
化・デジタル化し、それらによって擬似的な欲求を満
足させようとする傾向が強まる中で、人間の最も基本
的な力である『感性』ですら衰えてきて、ついには自
分自身すらも見失ってしまう」2"ということになるO
この意味でデイスエンパワメントはすでに存在して
いるパワーの略奪だけではなく、潜在力としてのパワ
ーが獲得されない事態も含むものである。
子どもの存在をいかにして受け入れ、子どもを参与
させるのかという観点から石川は、「美術教育におけ
る創作とは、子どもたちに芸術創作の体験をさせるこ
とではなく、彼らの固有な生と世界とを徹底して肯定
することである。彼らの不条理を承認することであ
る。そしてその世界の記述を強制してはならない。 そ
れは条理-の回帰であり、彼らは世界から遊離して、
そこでは一切の創作が消滅するだろう。 彼らの目立ち
たがり、飛期、反抗を認めることこそ美術教育におけ
る創作なのである」30-と述べ造形教育においてさえ存在
する規定的な概念をうち破る行為を認めることが、美
術教育においてエンパワメントにつながる要素であ
り、それには子どもをいかに受け入れ、子どもが環境
に参与できる状態にすることができるのかが重要であ
るということを指摘している。
4.3.教材、カリキュラムの視点
生徒が潜在的に持っている力を、美術教育に生かす
具体的な方略について、行動日榎と問題解決目標、表
現目棟の目標論のちがいについて整理しておく必要が
ある。行動目標はアイスナ-の主張によるとr子ども
に修得され使用できる文化的手段を使用させ訓練す
る」31'教育観を前提とする目標であり、技能の形成と習
熟に関わる限定された領域で有効である。 しかし「文
化の発展を維持できるように子どもに文化的手段を改
造させ発展させる」3n教育観に立ち、決まった目棟に到
達するものではないということである。 オープン・エ
ンドすなわち、生徒の問いかけに制限をしないという
形で結果を追求する学習においては、問題解決目棲、
表現目樺の領域が必要である。 当然エンパワメントの
教育観をもとにした美術教育では、オープン・エンド
の対話があり、それを通じて人々の経験から出発した
多様な考え方、答えにより、相互に教育するという形
態をとる。この教育観では、問題解決目標、表現目標
の視点を持ち、自己表現・発信する文化、生徒を取り
巻く環境との関係を考慮しながら題材を設定する必要
があるということである。
言い替えれば課題設定が、生徒の生活、生徒の持つ
文化と承離することなく、場面に応じて個人の持つ能
力を発揮することができ、生徒を取り巻くすべてのも
のとつながることを意識し、多様なものを受容するこ
とである。そのためには、生徒が課題に興味を持つこ
とを支援する必要がある。 つまり生徒が、自分と課題
との関係を意味あるものとして捉え、それをもとに新
たな世界を発見し、ものをつくることに主体的に参与
することによってつくる喜びを味わい、完成させるこ
とによって達成感を得、その結果自尊感情を持てるよ
うにしたいと考える。それが現代に生きているうえで
の知識と現実との意味連関であり、生徒が心の自由を
獲得し、それぞれの個性を伸ばすことにつながるので
はないだろうかO以下、具体的な参考例としてショア
が示したカリキュラムの指標を提示する。 33-
・直接参加方式の
・感情的な
・問題提示的な
・多文化的な
・対話的な
・脱社会的な
・民主的な
・調査的な
・学際的な
・行動的な
5.
おわりに
(Participatory)
(Affective)
(Problem-posing)
(Multicultural)
(Dialogic)
(Desocializing)
(Democratic)
(Researching)
(Interdisciplinary)
(Activist)
エンパワメント教育学の構成概念の中心に位置する
のは、生徒の自己表現である. 生徒一人ひとりそれぞ
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れが、自己の生活体験を背負い、それぞれの「文化」
を持っている。しかし、その自分の「文化」を成長過
程のなかで、価値のないものであ草と感じる経験をす
ることがある。このことが生徒に自己の「文化」を価
値のないものと思わせてしまう0その結果、生徒の体
験や、感情を表明することが難しくなってしまう0 生
徒一人ひとりが感じ、考えたことを自分の価値観で出
し合わなければ、お互いに対する理解や、社会理解に
はつながっていくものではない。 そしてその結果形成
された世界観、言い替えれば「文化」が狭小で広がり
のないものとなってしまうのである。
生徒の「文化」を豊かで、広がりのあるものとする
には、生徒がさまざまな体験や、仲間との協同活動を
通して他者の「文化」を知り、それをお互いに尊重し
あう態度をが大切である。そして他者の持つ「文化」
を通して自分をとりまく社会を認識し、ヴィジョンを
持ち、そこに参与していくことが重要なことである。
このことが、さらなる疑問や、知識と現実との意味連
関についての考えを深め、自己表現につながるのであ
る。そしてそれを具現する方法の一つであり、重要な
ものが造形美術表現なのである。そして非抑圧的な状
況で、自ら環境に参与し、自己を表現し、ヴィジョン
を持ち、それを実現するための方法を探索し、現実の
も.のにすることがエンパワメントである。 よって造形
美術教育は、「教科としての美術」の授業で、生徒の
エンパワメントを実現するための重要なものであると
考える。
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